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☆脱炭素分科会よりご案内

「エネルギー・水素フォーラム」開催のご案内

昨今、ライフサイクルアセスメント(Life Cycle Assessment; LCA)に観点を置いた脱炭素環境経営の重要性が増しています。LCAとは、製品・サービスの原材料採取から最終処分まで一生涯を通じて使用される物質やエネルギー(インベントリデータ）を調査、集計し、環境に与える影響の大きさを定量的に評価する手法となります。
今回のエネルギー・水素フォーラムでは、ライフサイクルインベントリデータベースの開発を行なっている
産総研IDEAラボ様の基調講演および企業の具体的なLCA取組事例の紹介を予定しております。
ＥＰＯＣ会員の方だけでなく、一般の方もご参加いただけます。みなさまのご参加を心よりお待ちしております。


１．日　　時 ：２０２６年２月４日(水)　１４：００～１６：３０　（受付１３：３０～）
２．場　　所 ：ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋　７F ザ・グランコート
　　　　　　 （愛知県名古屋市中区金山町一丁目1番1号　TEL 052-683-4445）※公共交通機関をご利用ください。
３．定　　員 ：１００名　　※定員になり次第、募集を締め切らせていただきます。
４．参加費 ：無料　　　　　
５．申込締切 ：２０２６年１月２８日（水）　こちらの応募フォームに必要事項を入力してください
https://www.epoc.gr.jp/epocform/080/index.html
６．主　　催 ：環境パートナーシップ・ＣＬＵＢ（ＥＰＯＣ）脱炭素分科会（環境経営分科会共催）
７．スケジュール
14:00～14:05　開会挨拶 [脱炭素分科会代表 山田 裕一（トヨタ自動車㈱プラント･環境技術部長）]
14:05～15:00　基調講演
「AISTーIDEAを活用したLCA・カーボンフットプリント（仮題）」
：国立研究開発法人 産業技術総合研究所　
エネルギー・環境領域 安全科学研究部門 IDEAラボ　ラボ長　田原　聖隆 氏
＜休憩　10分＞
15:10～15:50  事例紹介①
「低CO2リサイクル技術による車載用電池のカーボンフットプリントの低減」
：プライムプラネットエナジー＆ソリューションズ株式会社
バリューイノベーション本部　セル材料開発部　主査　小山　裕 氏
15:50～16:30  事例紹介②
　　　　　　 「環境貢献型製品のCFP算定報告書開示の取り組み（仮題）」
：日本精工株式会社
カーボンニュートラル推進部　部長　神田　洋 氏

　　16:30　　　　　閉会

＊＊お問い合わせ＊＊
ＥＰＯＣ脱炭素分科会事務局（トヨタ自動車株式会社　プラント・環境技術部　川本・中村）
〒471-8571 豊田市トヨタ町1  TEL：090-6394-1738  mail：yukari_tsutsumi@mail.toyota.co.jp
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